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＜研究の⽬的＞ 花粉形質の謎を解いて, ⼈類へ貢献する︕
1. 花粉数という形質は植物・学術分野を超えて興味深い形質である
植物にとって、⼦孫の
数に直結する重要形質

花粉

2. 花粉数の謎に迫るために、新規技術を開発した

シロイヌナズナ
トレニア スギ
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セルカウンターによる花粉の計測例。4種類の植物はそれぞれサイズが異なる花粉をもつ。
（この図ではそれぞれの植物の花粉数を正確に反映していない）
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＜新規花粉数計測法の確⽴＞ ＜新規遺伝⼦型判別法の開発＞

農学的にも、
花粉数の制御が重要

F1作物

種⼦親 花粉親
x

花粉症対策に、
花粉数の制御が重要

3. 花粉数を計測し、さまざまな現象を理解する
＜花粉数を制御する遺伝⼦を初めて同定＞

＜無花粉スギの原因遺伝⼦の特定＞
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＜コムギ花粉数の解析＞

野⽣型 rdp1変異体
Candidate 1 Candidate 2 Candidate 3RDP1

Manhattan plot (MAF <0.15 cut-off)
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シロイヌナズナ144系統の花粉数のGWAS

(Kakui et al. 2020 Methods in Mol Biol) (Kakui et al. 2021 Sci Rep,国際特許出願)

(Tsuchimatsu & Kakui et al. 2020 Nature Commun)

(Kakui et al. 2022 bioRxiv)
(進⾏中)

花粉や植物の⽣殖形質に興味がある⽅、⼀緒に研究しませんか︖
ぜひご連絡ください!        kakuihiroyuki@g.ecc.u-tokyo.ac.jp
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